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I 調査の趣旨・方法
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この報告は，創立30周年を記念して，北海道女子短期大学（以下，本学という）が1993年4
月入学者を対象に実施した総合調査の一部（生活意識に関する調査）をまとめたものである。
本学の発展において節目にあたる年に入学した学生の実態を総合的にとらえておこうという試
みは，それ自体意義深いことである。既に本学では，創立20周年を記念して， 1983年4月にも
同様な調査を行なっているが，今後も定期的に同様な調査が実施され，本学の歴史的な位置づ
けの中で比較検討されれば，資料としての価値は一層増すことになるであろう。なお，この調
査の目的は，様々な角度から本学入学者の意識などを明らかにし，本学における総合的学生指
導の基礎資料を得ることにある。
さて，本調査でとりあげた「生活意識Jの内容であるが， 10年前の結果と比較することから，
主要項目は1983年入学者に実施したものと同一にした。これは， 1983年入学者の調査の際に，
全国的な女子青年と比較でき，将来も同一内容で実施できるような標準的項目を採用したいと
いう配慮から，政府の青少年対策本部が継続的に青年に実施している調査を検討し，その中か
ら選んだものである。実施上の制約から，生活観・人間観・家庭観・結婚観などの項目に限定
している。個々の調査項目の内容は，結果と一緒に述べるので，ここでは省略する。
生活意識に関する調査は，本誌において同時に報告される他の六つの調査とともに，平成5
年度の入学式直後のオリエンテーションの際（1993年4月中旬）に質問紙調査法で一斉に実施
した。 1年目学生全員から回答が得られたが，集計においては外国人留学生や留年生は除外し
た。有効回答は1210（全員女子）である。対象者の満年齢は， 18歳が93.0%, 19歳が6.0%,
20歳以上が1.1%となっている。この割合は学科・コース別にみた場合にも同様であって，学
科・コース聞の年齢構成には差は認められない。
本学は，服飾美術科・工芸美術科・保健体育科・初等教育学科・経営情報学科の5学科から
なり，服飾美術科は服飾美術・家庭科学の2コース，保健体育科は体育・養護教諭の2コー ス
に分かれている。すなわち， 7コース構成の短大である。結果の処理においては，このコース
別の比較も併せて行なった。対象者のコース別内訳は，服飾美術201名，家庭科学159名，工芸
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美術118名，体育155名，養護教諭210名，初等教育156名，経営情報211名である。これらの対
象群について， 10年前の1983年の場合（全対象者774名）と比較してみると，新たに経営情報
が加わったほか，初等教育以外の各コースで50名程度の入学者増になっている。
以下の結果の整理・報告は，各調査項目について，①1993年入学者の全体的傾向，②1993年
入学者のコース（学科）別検討，③1983年入学者全体と1993年入学者全体との比較検討，とい
う順序で行う。
なお，結果の記述においては，紙面の制約から，表はパーセントのみで示し，統計的な有意
性の検定（度数はx2検定，平均値は t検定による）の結果は有意水準のみを示す。表の作成
にあたって，該当数の多い順に並べたものや，いくつかの微少設当項目を合算して示したもの
がある。また，文章も要約的，結論的に述べることになる。これらのことを，あらかじめこと
わっておく。
I 調査結果及び考察
1 .生活観
(1）暮らし方についての意識
最初に，人の暮らし方について，どのような考えをもっているかをみてみる。次の質問によっ
て，表1に示すような結果が得られた。
' 人の暮らし方について，いろいろな考え方がありますが，次の中であなたはどれを選びますか。
一番ょいと思うものを一つ選び，記号をOでかこんで下さい。
イ．いっしょうけんめいに働き，倹約して金持ちになる
ロ．まじめに勉強して，名をあげる
ハ．金や名誉を考えずに，自分の趣味に合った暮らし方をする
ニ．その日その日をのんきにくよくよしないで暮らす
ホ．世の中の正しくないことを押しのけて，どこまでも清く正しく暮らす
へ．自分自身のことを考えずに，国家社会のためにすべてをささげて暮らす
まず，1993年入学者の全体的傾向についてであるが，「金や名誉を考えずに，自分の趣味に合っ
た暮らし方をする」が65.6%と多数を占めている。次の 「その日その日をのんきに，くよくよ
しないで暮らす」の17.5%を合わせた個人生活重視型の者は，全体の8割以上に達する。これ
に対し，「いっしょうけんめいに働き，倹約して金持ちになるjと「まじめに勉強して， 名を
あげる」とを合わせた立身出世型の者は13.1%と少ない。また，「世の中の正しくないことを
押しのけて， どこまでも清く正しく暮らすjと 「自分自身のことを考えずに， 国家社会のため
にすべてをささげて暮らす」とを合わせた自己献身型の者は，わずか3.8%にすぎない。
1993年入学者のコース別検討では，個人生活重視型の者が養護教諭や初等教育に多い傾向に
あるが， 合算3類型についての検定では，各コース聞に有意な差は認められない。
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表1 暮らし方についての意識 （%） 
汗〈！？ 1993年入学者のコー ス別検討 1983年入学者服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体 全体
趣味に合った暮らし 68.2 59. 7 66.1 69.0 69.5 65.4 61.1 65.6 73.1 
のんきに暮らす 14.9 18.2 13.6 14.8 17.6 19.9 21.8 17.5 9.4 
倹約して金持ちになる 10.4 15.1 8.5 9.7 9.0 7.7 10.0 10.1 7.9 
j青く正しく暮らす 3.5 5.0 6.8 2.6 1.9 2.6 4.3 3.6 5.9 
勉強して名をあげる 2.5 1. 9 5.1 3.9 1.4 4.5 2.8 3.0 3.0 
国家や社会のために 0.5 0.5 0.2 0.6 
個人生活重視型 83.1 78.0 79.7 83.9 87、1 85.3 82.9 83.1 82.5 
立 身 出世型 12.9 17 .0 13.6 13.5 10.5 12.2 12.8 13.1 10.9 
自 己献身型 4.0 5.0 6.8 2.6 2.4 2.6 4.3 3.8 6.5 
1983年に入学した者との比較検討では，個人生活重視型の者はほとんど同じであるが，立身
出世型の者が増え，自己献身型の者が減っている。検定結果は， 1 %水準で有意な差が認めら
れる。このことから，若い女性の自立意識は10年前よりも高まっているといえる。
以上から，総合的にみて，個人生活を重視し，生活をエンジョイする暮らし方をよしとする
生活意識は，青少年の聞に時代を越えて既に定着していると考えられる。
(2）生きがいを感じる時
次にどのようなときに生きがいを感じているかを調べてみる。次のような質問で，生きがい
を感じるときを複数回答で尋ね，表2のような結果を得た。
あなたは，どんな時に生きがいを感じますか。次の中から，あてはまると思うものをあげて下さ ｜ 
い（いくつあげてもよい）。記号をOでかこんで下さい。
イ．社会のために役立つことをしている時 へ．友人や仲間といる時
ロ．仕事に打ち込んでいる時 卜．親しい異性といる時
ハ勉強に打ち込んでいる時 チ．他人にわずらわされず，一人でいる時 ） 
ニ．スポーツや趣味に打ち込んでいる時 リ．この中にはない
ホ．家族といる時 ヌ．その他（
1993年入学者は，全体として 「友人や仲間といる時」と 「スポーツや趣味に打ち込んでいる
時」に 3分の2以上の者が生きがいを感じている。 2割強の者は 「親しい異性といる時」「家
族といる時」もあげているが， 「社会のために役立つことをしている時」 「仕事に打ち込んでい
る時J「勉強に打ち込んでいる時」などをあげる者は少ない。
コース別検討では，表3のように，「友人や仲間」 「親しい異性」「仕事」以外のいずれかの
組み合わせで有意差が認められる。詳細なコース問比較では，「スポーツ・趣味」に生きがい
を感じる者が非常に多いのは体育で，他のすべてのコースとの聞に有意差がある。コースの専
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表2 生きがいを感じる時 （%） 
~ 1993年入学者のコース別検討 1983年入学者服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体 全体
友人や仲間 67.2 78.0 64.4 72.3 71.9 73.1 74.4 71.8 70.3 
スポーツや趣味 63.7 54.7 63.6 93.5 62.4 71.2 61.1 66.6 70.8 
親しい異性 27.4 27.7 30.5 32.3 26.7 28.2 24.2 27.8 21.2 
家 族 19.4 27.0 18.6 22.6 31.4 37.2 26.5 26.4 24.5 
社会に役立つ 13.9 8.8 9.3 9.0 12.9 26.9 16.1 14.0 11.3 
仕 事 11. 9 10.1 11.9 7 .1 6.2 10.3 7 .1 9.0 12.0 
一人でいる時 11.9 5.7 13.6 6.5 4.3 3.8 5.2 7.0 8.5 
勉 強 3.5 6.9 2.5 3.2 9.0 9.6 3.8 5.6 7.3 
この中にはない 5.5 6.3 6.8 1.3 4.3 2.6 4.7 4.5 5.9 
表3 表2の検定結果（有意差が認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（紳： 1%，ホ ：5%) 
1993年入学者のコース別検討（スポーツ・趣味付，家族特，社会に役立つ紳， 一人でいる時特，勉強本）
スポーツ・趣味（体育と服飾美術・家庭科学 ・工芸美術・養護教諭 ・初等教育 ・経営情報料，初等教育と
家庭科学枠 ・経営情報本）家族（初等教育と服飾美術 ・工芸美術・体育料・経営情報へ養護教諭と工芸美
術本）社会に役立つ（初等教育と服飾美術・家庭科学 ・工芸美術・体育・養護教諭料・経営情報＊，経営情
報と家庭科学 ・体育＊） 一人でいる時（工芸美術と養護教諭・初等教育 ・経営情報料 ・家庭科学 ・体育へ
服飾美術と養護教諭 ・初等教育料・家庭科学 ・経営情報＊）勉強（初等教育と服飾美術 ・工芸美術 ・体育
・経営情報て養護教諭と服飾美術・工芸美術・体育 ・経営情報本） 1983年入学者との比較検討（親しい異
性帥，仕事＊）
門から当然の結果ともいえるが，極めて特徴的である。 「スポーツ・趣昧」に生きがいを感じ
る者は初等教育でも多く，家庭科学 ・経営情報との間で有意差が認められる。 「家族jに生き
がいを多く感じるのは初等教育であるが，養護教諭でも多い。 「社会に役立つ」に生きがいを
感じるのは初等教育で， 他のすべてのコースとの聞に有意差がある。経営情報も多い。 「一人
でいる時」に生きがいを感じる者が多いのは工芸美術・服飾美術である。 「勉強」に生きがい
を感じるのは初等教育・養護教諭が多い。
1983年入学者との比較検討では， 「親しい異性」が増え， 「仕事」が減っている。 10年前に比
べて，親しい異性といる時に生きがいを感じる者が最も増えていることは，異性交友が更に開
放的に行われるようになってきたと考えられる。
このように，時代を越えて，青少年は，勉強や仕事に打ち込んだり，社会に役立つことをし
たりする時よりも，スポーツや趣味に打ち込んだり，身近な人々と一緒にいる時などに，生き
ている充実感をもつようである。
(3）教えてもらいたい先生のタイプ
学校生活に関しては，どういうタイプの先生に教えてもらいたいか，という望んでいる先生
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像を調べてみた。次の質問によって，表4のような結果が得られた。
あなたは，学校でどういう先生に教えてもらいたいと思いますか。あなたの考えにもっとも近い ' 
i ものを一つだけ選んで，記号をOでかこんで下さい。
｜ イ どちらかといえば， サークル活動やクラブ活動を通じて学生と接触する先生の方がよい ！ 
' ロ．どちらかといえば，授業や学問を重視する先生の方がよい
i ／＼.どちらかといえば，学生の家庭や一身上のことも相談にのってくれる先生の方がよい ！ 
表4 教えてもらいたい先生のタイプ （%） 
項問問l刷工芸美術｜体 育｜養護教諭｜エ教育陣営情報｜全 体l金者
接触型I52.2 I 50.3 I 43.2 I 74.2 I 37.1 I 53.2 I 54.o I . I 
世話型 I34.3 I 39.o I 41.5 I 24.5 I 54.3 I 35.9 I 36.0 I . I 
授業重視型｜ 13.4 I 10.7 I 15.3 I 1.3 I 8.6 I 10.9 I 10.0 I . I 
表5 表4の検定結果（有意差が認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（帥： 1%，本： 5%) 
1993年入学者のコース別検討材（体育と服飾美術 ・家庭科学 ・工芸美術・養護教諭 ・初等教育 ・経営情報
料，養護教諭と服飾美術 ・初等教育・経営情報特・家庭科学 ・工芸美術＊）
1993年入学者全体についてみると，「サークル活動やクラブ活動を通じて学生と接触する先
生J（接触型）が51.7%で半数以上を占め，「学生の家庭や一身上のことも相談にのってくれる
先生J（世話型）は38.3%であるが，「授業や学問を重視する先生」（授業重視型）は9.9%にと
どまっている。一般的には，大学での生活が長くなるにつれて授業重視型が増えてくるのであ
るが，入学したばかりの時点では，まだ高校生の先生像にとどまっている。
コース別検討では，体育が「接触型」を多く希望し，養護教諭が「世話型」を多く希望して
いる点で対照的な結果となっている。また， 2群とも他のコースとの間で有意な差が認められ，
特徴的な先生像をもっているといえる。
1983年入学者との比較検討では，ほぼ同様の結果となっており，有意差は認められない。
(4）希望する職場（職業）
職業意識の一端をとらえるために，働くとしたら，どのような職場（又は職業）で働きたい
かを質問してみた。複数回答形式によって得られた結果は，表6のとおりである。
1993年入学者全体では，「自分の才能が生かせる職場」をあげる者が77.1%で最も多く，「気
持ちのよい人が多い職場Jも72.7%に達している。「収入が多い職場」は59.3%で，「将来の不
安がない職場J「休暇がきちんととれたり，残業があまりない職場」をあげた者も45%以上いる。
入学したばかりの時点では，労働条件に関するものよりも，個性の実現や人間関係のよさが重
視されている。
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あなたが今，働くとしたら，どんな職場 （または職業）で働きたいと思いますか。次の中からあ i 
i げて下さい（いくつあげてもよし，）。記号をOでかこんで下さい。
！ ィ．収入が多い職場 ヘ休暇がきちんととれたり，残業があまりない職場 i 
ロ．自分の才能が生かせる職場 ト．世の人のためになる仕事をしている職場
！ ノ＼気持ちのよい人が多い職場 チ将来の不安がない職場
！ ニ．かっこいい職場 リ．この中にはない
ホ．仕事がらくな職場 ヌ．その他（
表6 希望する職場（職業） （%） 
い~ 1993年入学者のコース別検討 1983年入学者服飾美術家庭科学 工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報 全 体 全体
才能が生かせる職場 77.1 64.2 87 .3 86.5 72.9 83.3 73.9 77.1 81. 7 
よい人が多い職場 69.2 81.8 66.1 73.5 66.2 76.3 76.3 72.7 67.7 
収入が多い職場 64.2 54. 7 64.4 58.7 56.2 53.8 62.6 59.3 61.8 
将来の不安がない職場 36.8 40.3 37.3 51.0 60.0 42.3 46.0 45.5 46.2 
休暇がとれる職場 42.8 50.9 43.2 45.2 44.3 35.3 53.6 45.4 41.8 
世のためになる職場 17.9 20.1 17.8 21.3 46.7 41.7 17.1 26目5 20.3 
仕事 がらくな職場 7.5 9.4 5.9 4.5 3.8 6.4 4.7 6.0 6.6 
か っ こいい職場 8.0 8.2 6.8 3.9 4.8 2.6 2.4 5.1 3.5 
この中にはない 0.8 1.4 0.6 0.4 
コース別検討では，表7に示したように， 「収入が多い職場」 「仕事がらくな職場」以外の項
目で有意差が認められる。「才能が生かせる職場」を望む者は工芸美術・体育・初等教育で多く，
家庭科学では少ない。「よい人が多い職場jを望む者は家庭科学・初等教育・経営情報で多く，
工芸美術・養護教諭では少ない。「将来の不安がない職場」の希望は，養護教諭・体育で多い。
「休暇がとれる職場」の希望は，経営情報・家庭科学で多く，初等教育で少ない。「世のため
になる職場」は，養護教諭・初等教育で、多いのが目立つている。「かっこいい職場」は，家庭
科学 ・服飾美術で多く，経営情報・初等教育で少ない。
1983年入学者との比較検討では，「才能が生かせる職場」が減少し，「気持ちのよい人が多い
職場」「世のためになる職場」が増加している。
表7 表6の検定結果 （有意差が認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準 （材： 1%, * : 5%) 
1993年入学者のコース別検討（才能が生かせる職場枠，よい人が多い職場料，将来の不安がない職場＊＊，
休暇がとれる職場＊，世のためになる職場枠，かっこいい職場＊），才能が生かせる職場 （工芸美術と家庭
科学 ・養護教諭 ・経営情報料・服飾美術「，体育と家庭科学 ・養護教諭 ・経営情報料・服飾美術て初等教
育と家庭科学仲・ 養護教諭 ・経営情報へ服飾美術と家庭科学＊＊，経営情報と家庭科学本）よい人が多い職
場（家庭科学と服飾美術・工芸美術・養護教諭料，初等教育と養護教諭＊，経営情報と工芸美術・養護教
諭＊）将来の不安がない職場 （養護教諭と服飾美術・家庭科学・工芸美術・初等教育・経営情報帥，体育
と服飾美術紳・工芸美術＊）休暇がとれる職場（経営情報と初等教育帥・服飾美術＊，家庭科学と初等教育
＊＊）世のためになる職場（養護教諭と服飾美術・家庭科学・工芸美術・体育・経営情報＊＊，初等教育と
服飾美術・家庭科学・工芸美術・体育・経営情報料）かっこいい職場 （家庭科学と初等教育・経営情報本，
服飾美術と経営情報料．初等教育＊）
1983年入学者との比較検討（才能が生かせる職場＊，よい人が多い職場て世のためになる職場＊＊）
2.人間観（連帯感）
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第2には，どのような人間観をもっているかをみてみよう。しかし，ここでいう「人間観J
は，人間観一般を問題にするのではなく，連帯感を通した側面に限っている。つまり，友人・
仲間など身近な人間関係（ないしは集団関係，更にはこうした人間関係の中でとらえられる他
人の存在）に対して，ポジティブな態度を示すか，それともネガティプな態度を示すか，を探
ることに力点を置いている。
今回採用したものは，次のような10項目からなる「連帯感尺度Jである。回答は「そう思う」
「そう思わない」「わからないJの3通りであるが，結果は，回答の意味内容に応じて，連帯
感が高いとみられる回答項目に＋ 1点を，逆側に一 1点を，「わからない」「無答」に O点を，
それぞれ与える方法で処理した（イ・ニ・ホ・チの4項目は「そう思うjの方に十 1点を，ロ・
ハ・へ・卜・リ・ヌの 6項目は「そう思わない」の方に＋ l点を与えた）。したがって，尺度
感は＋10点から一10点までとなる。得点が高いほど連帯感が強く，低いほど連帯感が弱いこと
を意味する。なお，この尺度は，原作者において尺度・項目分析など必要な手続きを踏んで作
成されたものである。
表8は， 10項目を合計した連帯感尺度の得点分布と平均点・標準偏差を示したものである。
得点分布の分け方については，構成項目の意味からは， 0を中心にプラスが連帯感の強い方，
マイナスが連帯感の弱い方となるのであるが，原作の2,309人の標本では平均0.88点となって
おり，＋ l点を中心に分割する段階区分がなされているので，それに従っている。すなわち，
0-+2点の者は平均的連帯感をもっており，－ 1点以下の者は連帯感の弱い方に属し，＋ 3
点以上の者は連帯感の強い方に属するといえる。
1993年入学者全体では，－ 1点以下が17.7%であるのに対して，＋ 3点以上が49.6%である。
平均は2.29点となっている。したがって，連帯感の強い層に属する者が多い，つまり，身近な
人間関係に対してポジティプな態度を示す者が多い，ということができょう。
コース別検討では，平均点でいえば，連帯感は初等教育が最も強く，以下経営情報，養護教
諭，家庭科学，服飾美術，体育の！｜闘で弱くなり，最も弱いのは工芸美術となっている。平均点
の差の検定において，初等教育・経営情報・養護教諭と工芸美術・体育との聞に有意な差があ
る。人間関係に対するポジティブな態度は，初等教育において目立つている。
1983年入学者との比較検討では，連帯感がやや弱くなっているが，統計的に有意差はない。
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次の文章の一つ一つについて，あなたの考えを 「そう思うJか「そうは思わない」のどちらかで ！ 
i 答えて下さい。（答え方 ：イの文章で「そう思う」なら G三Dのように該当の記号を
〈二〉 でかこんで下さい）
そう思う そうは思わない わからない
↓ ↓↓ 
i イ．世の中は，助け合いなのだから，私は自分の生活を少 イー 1 イー 2 イー3
しくらいは犠牲にしても，社会奉仕に参加するつもりだ
ロ．私は，他人というものは一見信用できそうでも，結局 ロー 1
はあてにできないと思う
ハ．私はリーダーになって苦労するよりは，のんきに人に ハー1
従っているほうが気楽でよい
ニ．私は無力な存在だが，みんなでカを合わせれば，相当 ニー1
なことができるものだと，思う
ホ．私は， 一人でいるよりも，ほかの人や仲間と一緒にい ホー 1
るほうが楽しい
へ．私は一人でいるほうが，心が落ち着く
卜．私は，友達付き合いを深めすぎて，あまり束縛された
くない
チ．私は，世の中をよくするために生涯をささげてもよい
リ．困っている人を助けるのはよいが，自分の生活まで犠
牲にするつもりはない
ヌ．みんなと協力しでも，結局は一部の人の利益になって
しまい，正直者が損をすると，思う
へ－1
卜－ 1
チー1
リー 1
ヌ－ 1
表8 連帯感尺度の得点分布と平均点 ・標準偏差
1993年入学者のコース別検討
ロー2
ハ－2
ニ－2
ホ－2
へ－2
トー 2
チー2
リー 2
ヌー 2
~ 服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体
-10～ 4 6.0 4.4 11. 9 7.1 5.2 1.9 4.7 5.6 
-3～ー l 11.4 15.1 13.6 12.9 12.9 9.6 10.0 12.1 
O～＋ 2 37.8 32.7 29.7 37.4 28.6 26.9 34.1 32.6 
+3～＋ 5 32.8 31.4 30.5 31.6 34.3 37.2 30.8 32.7 
十 6-+10 11.9 16.4 14.4 11.0 19.0 24.4 20.4 16.9 
平均点 2.10 2.14 1.49 1.69 2.50 3.18 2.60 2.29 
標準偏差 3.04 3.26 3.56 3.09 3.30 3.04 3.17 3.23 
表9 表8の検定結果（有意差が認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（＊＊： 1 %，本： 5%) 
ロ－3
ハ－3
ニー3
ホ－3
へ－3
トー 3
チ－3
リ－ 3 : 
ヌー 3 t 
___ J 
（%） 
1983年
入学者
全体
4.0 
15.2 
30.5 
34.1 
16.1 
2.34 
3.19 
初等教育＞服飾美術・家庭科学・工芸美術・体育柿・養護教諭＊，経営情報＞工芸美術・体育料，養護教諭＞工芸美術紳・体育＊
なお， 10項目は，意味内容から次の4群に大別される。
①協 同……協同・協力に対する積極的態度……イ・ニ
②奉仕……奉仕への意欲 ・犠牲的精神……ハ・チ・リ
③ 信頼感…・・対人的信頼感……ロ・卜・ヌ
④友好……交友の楽しさ・仲間志向……ホ・へ
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項目分析は紙面の関係で割愛せざるを得ないが，各項目の内訳を 「人間関係に肯定的な回答」
という形で整理してみると，表10のようになる。また，表10の検定結果を表11に示す。
表10 連帯感尺度の各項目の人間関係に肯定的な回答 （%） 
1993年入学者のコース別検討 1983年
入学者ぶ？」？服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体全体
協 協力すれば相当なことができる 82.6 82.4 78.0 89.0 90.5 91.0 88.6 86.4 83.5 
同 社会奉仕に参加する 30.3 26.4 25.4 23.2 31.4 36.5 28.4 29.1 27.4 
奉
リー ダー になりたくない＊ 58.2 44.7 48.3 58.7 48.6 62.8 44.5 52.1 51.8 
自分の生活を犠牲にしたくない 11.4 14.5 20.3 12.9 21.4 22.4 13.7 16.4 15.6 
仕
世のために生涯をささげる 3.5 3.8 6.8 1.3 8.6 7.7 2.4 4.8 4.8 
正直者が損をする＊ 60.7 57. 9 64.4 56.1 63.3 67.3 66.8 62.5 57.9 
信頼感 友達付き合いを深めたくない＊ 57.2 52.8 55.9 51.0 58.1 59.0 54.5 55.6 57.6 
他人はあてにできないホ 54.7 57.2 44.9 49.7 61.9 66.7 61.6 57.4 55.0 
友 仲間と一緒が楽しい 77.6 84.3 68.6 86. 5 79.0 86.5 85.3 81.5 80.2 
好 一人の方が落ち着く＊ 57.7 63.5 39.8 53.5 49.5 57.7 59.7 55.1 53.6 
（注） ＊印は「そうは恩わないjの回答が人間関係に肯定的な回答となる。
表1 表10の検定結果（有意差カず認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（＊＊： 1 %, * : 5%) 
1993年入学者のコース別検討（協力すれば相当なことができる＊＊，リーダーになりたくない＊へ自分の生
活を犠牲にしたくないへ世のために生涯をささげる＊へ他人はあてにできない帥，仲間と一緒が楽しい＊
＊ 一人の方が落ち着く帥）協力すれば相当なことができる （服飾美術と養護教諭・初等教育へ家庭科
学と養護教諭・初等教育へ 工芸美術と養護教諭 ・初等教育・経営情報料 ・体育本）リーダーになりたくな
い（服飾美術と経営情報料・家庭科学＊，体育と経営情報帥・家庭科学て初等教育と家庭科学・養護教諭
・経営情報榊 ・工芸美術＊）自分の生活を犠牲にしたくない （工芸美術と服飾美術戸，養護教諭と服飾美術
特・体育 ・経営情報て初等教育と服飾美術科・体育・経営情報＊）世のために生涯をささげる（工芸美
術と体育て養護教諭と体育・経営情報＊＊ ・服飾美術＊，初等教育と体育紳・経営情報＊）他人はあてにで
きない（家庭科学と工芸美術r，養護教諭と工芸美術柿・体育へ初等教育と工芸美術・体育料・服飾美術
へ経営情報と工芸美術特 ・体育＊）仲間と一緒が楽しい（体育と工芸美術＊＊ ・服飾美術＊，初等教育と工
芸美術帥・服飾美術て経営情報と工芸美術＊＊・服飾美術事）一人の方が落ち着く（工芸美術と服飾美術・
家庭科学・初等教育 ・経営情報特・体育＊，養護教諭と家庭科学科・経営情報＊）
1983年入学者との比較検討（正直者が損をする＊）
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3.家庭観
(1）子供にとって好ましい親の態度
家庭観については，まず，子供に対する親の態度としてどのようなものがよいと思うか，を
調べてみた。次の質問によって，表12に示すような結果が得られた。
あなたは，子供に対する父親・母親の態度として， 次の中のどれがよいと思いますか。次の中か ｜ 
らそれぞれに一つずつ選んで，（ ）の中に記入して下さい。
父親の態度（ ） 母親の態度（
イ．何事によらず，きびしい
ロ．子供の気持ちを理解した上でも， 信じるところに従ってきびしくする
ハ．子供の気持ちを理解した上で，きびしく言わずに見守る
ニ．何事によらず，自由にさせる
表12 子供にとって好ま しい親の態度
1993年入学者のコー ス別検討bょせ服飾美術 家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体
父親
母親
厳 格 型 5.0 6.3 3.4 5.2 1.9 1.3 4.3 3.9 
理解・厳格型 42.8 37.7 42.4 45.8 51.9 48.7 44.5 45.1 
理解・自由型 43.8 47.8 44.9 41.3 38.1 4.8.1 48.3 44.5 
自由・放任型 8.5 8.2 9.3 7.7 8.1 1.9 2.8 6.5 
厳 ＋告 型 1.5 1.9 2.5 1.9 1.0 1. 9 2.8 1. 9 
理解・厳格型 45.8 37.7 44.9 40.6 48.6 47.4 43.6 44.3 
理解・自由型 46.8 57.9 46.6 52.3 46.2 48.7 50.2 49.7 
自由・放任型 6.0 2.5 5.9 5.2 4.3 1.9 3.3 4.1 
表13 表12の検定結果（有意差が認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（帥.1 %, * : 5%) 
父親（全体＊，家庭科学と初等教育料・ 養護教諭＊， 工芸美術と初等教育勺 母親（なし）
1983年入学者との比較検討（父親＊て 母親＊）
（%） 
1983年
入学者
全体
6.1 
56.8 
33.6 
3.5 
2.3 
53.2 
41.3 
3.1 
子供にとって好ましいとされる父親の態度は， 「子供の気持ちを理解した上でも，信じると
ころに従ってきびしくするJという理解・厳格型 （45.1% ）が最も多く， 次は 「子供の気持ち
を理解した上で，きびしく言わずに見守るjという理解 ・自由型（44.5%）である。「伺事に
よらず，きびしい」 という厳格型や「何事によらず，自由にさせるJという自由 ・放任型のよ
うな極端なタイプは少なく ，あまり支持されていない。多くの者が子供の気持ちを理解するこ
とを望んでいる。厳格な方と自由な方とに 2分すると，おおよそ半々となっている。コース別
検討では，有意な差が認められ， 家庭科学と工芸美術で自由な方を好ましいとする者が比較的
多くなっている。
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1983年入学者との比較検討では，有意差が認められ，理解・厳格型を支持する者が減って，
理解・自由型を支持する者が増えている。父親に「厳しさJを期待する者は，この10年間にか
なり減っている。
一方，好ましいとされる母親の態度としては，理解・自由型が49.7%の者に，理解・厳格型
が44.3%の者に支持されており，父親の場合よりも理解・自由型を好ましいとする者が多く
なっている。子供の気持ちを理解することを，父親に対して望む以上に母親に望んで、いるとい
える。母親の態度のコース別検討では，有意な差が認められない。
1983年入学者との比較検討では，有意差が認められ，父親の場合と同様に，理解・厳格型を
支持する者が減って，理解・自由型を支持する者が増えている。母親に「厳しさ」を期待する
者は，この10年間にかなり減っている o,
(2）家庭・仕事に対する望ましい親の態度
次に，家庭や仕事に対して，どのような態度の親が望ましいとみているかを調べてみる。こ
れについては，次のような質問で尋ね，表14の結果が得られた。
あなたは，父親としては，どういう人が望ましいと思いますか。次の中から一つだけ選んで，記
号をOでかこんで下さい。
イ．仕事を何よりも大切にする父
ロ．どちらかといえば，家庭よりも仕事を大切にする父
ハ．どちらかといえば，仕事よりも家庭を大切にする父
ニ．家庭生活を何よりも大切にする父
それでは，母親としては，どういう人が望ましいと思いますか。次の中から一つだけ選んで，記
号をOでかこんで下さい。
イ．家庭のことを何よりも大切にする母
ロ．どちらかといえば，職業や社会のことよりも家庭を大切にする母
ハ．どちらかといえば，家庭のことよりも職業や社会を大切にする母
ニ．職業や社会のことを何よりも大切にする母
表14 家庭・仕事に対する望ましい親の態度
1993年入学者のコー ス別検討恥ょで服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体
仕事専念型 2.5 2.5 1. 7 1.9 1.0 0.6 0.9 1.6 
仕事優先型 20.4 20.1 22.9 16.8 16.7 15.4 12.3 17 .4 
父親
家庭優先型 63.7 65.4 61.0 66.5 69.5 70.5 75.8 68.0 
家庭専念型 13.4 11.9 14.4 14.8 12.9 13.5 10.9 13.0 
仕事専念型 0.5 0.6 1. 9 0.6 0.5 0.6 
仕事優先型 0.5 0.6 5.9 1.3 1.0 1.9 0.9 1.5 
母親
家庭優先型 48.3 43.4 55.1 51.0 48.6 47.4 47.9 48.5 
家庭専念型 50.7 55.3 39.0 45.8 50.5 50.0 50.7 49.4 
（%） 
1983年
入学者
全体
3.6 
41.6 
46.8 
8.0 
0.1 
1.0 
38.6 
60.2 
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1993年入学者全体について，家庭や仕事に対する望ましい父親の態度をみてみると，「どち
らかといえば，仕事よりも家庭を大切にする父J（家庭優先型）をあげる者が68.0%で最も多い。
「どちらかといえば，家庭よりも仕事を大切にする父」（仕事優先型） をあげる者は2番目に
多いが，家庭優先型をあげる者に比べるとはるかに少ない。「家庭生活を何よりも大切にする父」
（家庭専念型），「仕事を何よりも大切にする父J（仕事専念型）を望ましいとする者は， いず
れも少ない。全体的には，父親に対して仕事よりも家庭を大切にすることを期待する者が8割
に達している。
コース別検討では，全体的に有意差は認められない。相対的にみて， 家庭優先型は経営情報
でやや多く， 仕事優先型は工芸美術・服飾美術・家庭科学でやや多くなっている。
1983年入学者との比較検討では， 1%水準で有意差が認められ， 家庭優先型・家庭専念型が
大幅に増加し，仕事優先型が大幅に減少している。家庭を大切にする父親が望ま しいとする者
は明らかに増えている。
一方，母親の態度に関しては，入学者全体では， 「家庭のことを何よりも大切にする母J（家
庭専念型）をあげる者が49.4%で，「どちらかといえば，職業や社会のことよりも家庭を大切
にする母」 （家庭優先型）をあげる者が48.5%となっており，ほとんど全員が，職業や社会よ
りも家庭を大切にすることを母親に望んでいる。父親に対する場合と比較すると，家庭を大切
にする母親が望ましいとする者ははるかに多いといえる。
コース別の比較では，全体的に有意差は認められない。相対的にみて，家庭専念型は家庭科
学でやや多く，家庭優先型は工芸美術でやや多くなっている。
1983年入学者との比較では， 1%水準で、有意差が認められ， 家庭専念型が減少し，家庭優先
型が増加している。つまり，家庭中心であっても，職業や社会にも目を向ける母親が望ましい
とする者が増えているわけである。
(3）老いた親の扶養
次に，老いた親の扶養について，どのような考えをもっているかを調べてみよう。この点は，
次の質問によって調べ，表15に示すような結果が得られた。
老後の親を養うことについて，あなたの考えに近いものを一つだけ選んで，記号をOでかこんで
下さい。
イ．どんなことをしてでも扶養する
ロ．自分の生活力に応じて扶養する
ハ．親は自分自身の力や公的保障で生活するべきだ
。 ニ．わからない
L－－ーー ーー 一ー一ーーー 一ー一一一一ーーーーー ーーー ーー 一一一ーーーーー 一ー一ー 一ー一一一一一一一一一一ーーーー ーーーーーー ーー ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー －－－－司一ーーー ーーーーーー ーー 一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 一ー一一’
1993年入学者全体では， 老後の親の扶養について，表15のとおり「自分の生活力に応じて扶
養する」（生活力相応型）が64.8%，「どんなことをしてでも扶養するJ（積極扶養型）が21.5% 
となっており，両方を合わせて86.3%の者が何らかの形で親を扶養すると答えている。「自分
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表15 老いた親の扶養 （%） 
注せ 1993年入学者のコース別検討 1983年入学者服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体 全 体
生活力相応型 68.2 60.4 64.4 63.9 63.3 62.8 68.7 64.8 60.1 
積極扶養型 17.9 25.2 15.3 21.3 27.1 24.4 18.0 21.5 26.6 
非扶養型 1.5 2.5 5.1 1.9 0.9 1.5 0.9 
わからない 12.4 11.9 15.3 12.9 9.5 12.8 12.3 12.2 12.4 
自身の力や公的保障で生活するべきだ」という非扶養型は1.5%にすぎない。
コース別検討では，全体的には 5%水準で有意差が認められる。生活力相応型は経営情報・
服飾美術においてやや多く，積極扶養型は養護教諭でやや多い結果になっている。
1983年入学者との比較検討では， 5%水準で有意差が認められ，生活力相応型が増加し，積
極扶養型が減少している。
4.結婚観
(1）結婚時の年齢と結婚相手の年齢
今回の調査では，新たに結婚観（結婚時の年齢と結婚相手の年齢，結婚相手の職業，欲しい
子供の数，親や祖父母との同居）に関する項目を追加した。まず，結婚時の年齢と結婚相手の
年齢についてであるが，次の質問によって調べ，表16に示すような結果が得られた。
あなたが将来結婚すると想定して，次の質問に答えて下さい。結婚は何歳くらいでしますか。次
の中から一つだけ選んで，記号をOでかこんで下さい。
イ.20歳前ロ.21-25歳ハ.26-30歳ニ.31～35歳ホ.36歳～
それでは，相手の年齢は何歳くらいが適当だと思いますか。次の中から一つだけ選んで，記号を
Oでかこんで下さい。
イ.20歳前 ロ.21～25歳 ハ.26～30歳 ニ.31-35歳 ホ.36歳～
表16 結婚時の年齢と結婚相手の年齢 （%） 
1993年入学者のコース別検討ヶー 服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体
～25 60.2 62.9 47.4 58.7 55.2 59.0 56.9 57.6 
結婚の年齢 26-30 37.8 35.2 39.8 38.1 42.9 39.7 39.8 39.2 
31- 2.0 1.9 12.7 3.2 1.9 1.3 3.3 3.3 
～25 32.3 39.6 23.7 38.7 29.5 31.4 32.7 32.7 
相手の年齢 26-30 54.7 52.8 48.3 51.0 59.0 60.3 57.3 55.3 
31- 13.0 7.6 28.0 10.3 11.4 8.3 10.0 11. 9 
（注） 「20歳前」「36歳－Jは該当者が微少のため，近接年齢に合算した。
1993年入学者全体では，結婚時の年齢は56.9%が25歳までで，ほとんどが30歳までに結婚し
たいと考えている。コース別の検討では，工芸美術の者が少しあとの年齢を予定している点で
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表17 表16の検定結果（有意差が認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（＊＊： 1%, *: 5%) 
結婚の年齢（全体帥， 工芸美術と服飾美術・家庭科学 ・体育 ・養護教諭・初等教育 ・経営情報特）
相手の年齢（全体＊＊，工芸美術と服飾美術・家庭科学・体育 ・養護教諭・初等教育 ・経営情報料）
特徴的である。また，結婚相手の希望年齢は57.3%が26-30歳を希望し， 5歳前後の年齢差を
考えているようである。コース別の検討では，結婚時の年齢の場合と同様に，工芸美術の者が
少しあとの年齢の人を希望している点で特徴的である。
(2）結婚相手の職業
結婚相手の職業については，次の質問によって調べ，表18に示すような結果が得られた。
i あなたは，どのような職業の男性を結婚相手として望みますか。次の中から一つだけ選んで， 記 i 
i 号をOでかこんで下さい。
！ イ． 公務員 ロ．自営業 ハ．農業 ニ．漁業 ホ．商業 へ会社員 ！ 
表18 結婚相手の職業 （%） 
1993年入学者のコー ス別検討託~ 服飾美術家庭科学 工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報 全 体
公 務 員 32.3 39.6 32.2 49.0 56.2 61.5 36.0 44.0 
§?; 社 員 51.7 47.8 48.3 40.0 31.4 31.4 53.1 43.5 
自 A昌,. 業 10.4 10.1 10.2 7.7 9.5 4.5 7.6 8.6 
農業 ・漁業・商業 5.5 2.5 9.3 3.2 2.9 2.5 3.2 3.9 
（注） 農業・漁業・商業は該当者が微少のため合算した。
表19 表18の検定結果（有意差カ弔意められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（帥： 1%, * : 5 %) 
全体特，初等教育と服飾美術・家庭科学・工芸美術・経営情報特，養護教諭と服飾美術・家庭科学 ・工芸
美術・経営情報＊て体育と服飾美術・工芸美術＊
1993年入学者全体では，結婚相手として公務員や会社員を望む者が多く，自嘗業 ・農業 ・漁
業 ・商業を営む人を望む者は少数である。コース別の検討では，初等教育 ・養護教諭・体育の
者が公務員を多く選ぶ傾向にあり，経営情報 ・服飾美術・工芸美術 ・家庭科学の者が会社員を
多く選ぶ傾向にあるといえる。
(3）欲しい子供の数
欲しい子供の数については，次の質問によって調べ，表20に示すような結果が得られた。
1993年入学者全体では，子供は2人欲しいとする者が最も多く，約6割に達する。 3人欲し
いとする者も 3割近く いる。コース別の検討では，工芸美術と服飾美術の者が子供を欲しがら
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！ あなたが将来結婚したと想定して，子供は何人くらい欲しいですか。次の中から一つだけ選んで， ! 
i 記号をOでかこんで下さい。
！ イ.0人ロ.1人ハ. 2人ニ. 3人ホ. 4人へ．それ以上 人 ！ 
表20 欲しい子供の数 （%） 
1993年入学者のコース別検討｝て！服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体。人 4.0 3.1 11. 9 2.6 0.5 0.6 4.3 3.5 
1 人 11.4 8.2 11.9 4.5 6.7 2.6 6.6 7.4 
2 人 63.7 59.1 53.4 54.8 55.2 57. 7 64.0 58.8 
3 人 18.4 26.4 20.3 36.1 32.9 35.9 24.2 27.7 
4人以上 2.5 3.2 2.5 1.9 4.8 3.2 1.0 2.7 
表21 表20の検定結果（有意差が認められたもの）
統計的に有意な組み合わせと有意水準（特： 1%, * : 5%) 
全体料，工芸美術と体育 ・養護教諭 ・初等教育榊・家庭科学・経営情報へ服飾美術と体育・養護教諭・初等教育料
ない傾向にある。
(4）親や祖父母との同居
親や祖父母との同居については，次の質問によって調べ，表22に示すような結果が得られた。
｜ あなたが将来結婚したと想定して，一緒に暮らす家族は次のうち望ましいのはどれですか。次の
。 中から一つだけ選んで，記号をOでかこんで下さい。子供は想定していません。
i イ．夫婦のみ（同居はしたくない）
！ ロ．相手の両親と同居しでもかまわない
ハ．自分の両親と同居しでもかまわない
ニ．相手の両親・祖父母と同居しでもかまわない
ホ．自分の両親・祖父母と同居しでもかまわない
へ．両方の両親・組父母と同居しでもかまわない
表22 親や祖父母との同居
1993年入学者のコース別検討
（%） 
託~ 服飾美術家庭科学工芸美術体 育養護教諭初等教育経営情報全 体
夫 婦 の み 62.2 68.6 61.0 65.8 51.0 48.1 57.3 58.8 
自分の両親 12.9 11.3 12.7 8.4 18.1 15.4 16.1 13.9 
相手の両親 12.9 9.4 8.5 10.3 13.3 16.0 15.2 12.6 
両方の両親・祖父母 7.5 8.2 13.6 10.3 13.3 14.7 8.5 10.7 
片方の両親 ・祖父母 4.5 2.5 4.2 5.2 4.3 5.7 2.9 4.1 
（注） 回答項目ニ・ホは該当者が微少のため合算した。
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1993年入学者全体では，結婚後の両親及び祖父母との生活について， 6割近い者は別居が望
ましいとしている。同居するにしても，祖父母まで含めて考えている者は少ない。コース別の
検討では，初等教育・養護教諭の者が同居しでもかまわないとする傾向が比較的高い。
E ま と め
以上，北海道女子短期大学に1993年4月入学した者1210名を対象に実施した 「生活意識に関
する調査」の結果について，全体的傾向を，コース（学科）別の検討， 1983年4月入学者調査
の結果との比較も行いながら報告した。結果の記述自体が要約的，結論的になっているので，
ここで再び繰り返すことは避けるが，総括的に次のことがいえる。
すなわち，創立30周年の時点に本学に入学してきた者は，①平凡ながらも希望をもって積極
的に生きようとする生活観，②人と人とのつながりを重視する人間観，③父親にも母親にも，
家庭を大切にし， よき理解者であることを求める家庭観， ④30歳前には公務員 ・会社員の男性
と結婚し，夫婦のみで暮らし， 2～ 3人の子供を産むという結婚観をもっている。また，本学
は専門的に特色のある学科・コースで構成されているだけに，学科・コースによって， 入学者
の意識にかなりの差異が認められた。いくつかの項目で、は， 10年前の本学の入学者との比較で，
生活意識の変化も確認された。
このように，限られた数項目の意識調査ではあったが， 学生理解の基礎資料として，いくつ
かの興味深い知見が得られた。別に報告される同時実施の諸調査結果と照合して検討・考察が
加えられるならば，総合的な学生像が一層明確になってくるであろう。また，この調査によっ
て確認された傾向 ・差異が大学生活の中でどう変化していくのか，今後本学に入学してくる学
生においても同様に認められるのか，同年代の女性一般においても同じことがいえるのか，な
どについても更に検討を加えることによって，資料は一層有効なものとなるであろう。
10年前の調査結果との比較では， 学科・ コースごとの詳細な分析検討が必要である。また，
政府の青少年対策本部が5年ごとに継続的に青年に実施している調査などとの比較検討によっ
て，本学入学者の特徴を浮き彫りにする必要もある。
なお，紙面の関係で，「生活意識に関する調査」で採用した項目の一部 （0A機器の使用に
関するもの）を省略した。これらについては，別の機会に報告する予定である。
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